









対 象 と 方 法
　2013年 4 月から2018年 3 月に当院にてエコー検
査で経過観察し得た SMAD 例は5例で，年齢は43
～86（平均64.4）歳．全例男性であった．SMAD






（PSV）で評価した（図 1 ）．追跡期間は発症後 1
ヵ月， 3 ヵ月， 6 ヵ月， 1 年とした．
結 果
1 ．急性期病態（表 1 ，表 2 ）










方　法：2013年 4 月から2018年 3 月に当院にてエコー検査で経過観察し得た SMAD 例の 5














していた．残り 3 例は無症状で CT などの検査で
発見されていた．
2 ．遠隔期の解離の形態（図 2 ，表 1 ）
　SMAD 形態は症例①②③ Type 4 の偽腔閉塞







（内腔血管径と狭窄率の変化）（図 4 ，図 5 ）
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D-dimer WBC（/µL） CK（U/L） CRP（㎎/dL）
症例① 0.4 14,800 169 10.65
症例② 0.5 9,820 53 0.28
症例③ － 4,700 80 0.3
症例④ － 4,100 52 0.06
症例⑤ － 3,700 63 0.07
腹痛の有無
初診日 1 ヵ月 3 ヵ月 6 ヵ月 1 年
症例① 有り 無し 無し 無し 無し
症例② 有り 無し 無し 無し 無し
症例③ 無し 無し 無し 無し 無し
症例④ 無し 無し 無し 無し 無し
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registered. For dissection pattern during the
remoteperiod,changeofvasculardiameterand
change of blood flow velocity at stenosis were
studied.
Results:Viathefollow-upwithultrasonography,
non-communicating artery dissection group
showedimprovementsforstenosisaccompanying
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